














































































































































































































































































































































A： 学 生 / 部 下 
がく せい ぶ か
１２月２１日㈮にみんなで 忘 年 会 をしようと 思 っています。B さん（ 先 生 / 上  司 ）も 来 
ぼう ねん かい おも せん せい じょう し き
てほしいので、 誘 ってください。
さそ
B： 先 生 / 上  司 
せん せい じょう し
A さんの 話 を 聞 いてください。あなたは１２月２１日㈮に 友 達 と 会 う 約 束 があります。























A：（ 日 本 語 を 勉 強 している 学 生 ）
に ほん ご べん きょう がく せい
　　 日 本 語 
に ほん ご
クラスのみんなで、 来 週 カラオケに 行 きます。
らい しゅう い
　　 日 本 語 
に ほん ご
の 先 生 の B さんを 誘 ってください。
せん せい さそ
B：（ 日 本 語 の
に ほん ご
 先 生 ）
せん せい
　　あなたは 日 本 語 クラスの
に ほん ご
 先 生 です。
せん せい
　　 学 生 
がく せい



















A：（ 会 社 員 ）
かい しゃ いん
　　あなたは 映 画 のチケットを２ 枚 もらいました。
えい が まい
　　 来 週 の
らい しゅう
 週 末 
しゅう まつ
に 行 こうと 思 っています。
い おも
　　 同 じ 会 社 のＢさん（ 後 輩 ）を 誘 ってください。
おな かい しゃ こう はい さそ
B：（ 会 社 員 ）
かい しゃ いん
　　Ａさんの 話 を 聞 いてください。
はなし き


























A：あなたはレストランの 店 員 です。お 客 様 を 席 まで 案 内 し、 注  文 を 取 ってください。
てん いん きゃく さま せき あん ない ちゅう もん と
その 後 、 料  理 を 運 んでください。
ご りょう り はこ
B：あなたは 客 です。 二人 で 来 店 します。レストランには 予 約 はしていません。A ラン
きゃく ふたり らい てん よ やく

















A：あなたは 店 員 です。お 客 様 を 席 まで 案 内 し、 注  文 を 取 ってください。その 後 、 料理 
てん いん きゃく さま せき あん ない ちゅう もん と あと りょうり
を 運 んでください。 忙 しい 時 に、お 客 様 から 取 り 皿 を 取 り 換 えてほしいと 言 われるの
はこ いそが とき きゃく さま と ざら と か い
で、 新 しいお 皿 を 席 まで 持 って 行 ってください。
あたら さら せき も い
B：あなたはお 客 です。 料  理 を 注 文 しますが、 取 り 皿 が 汚 れたので 取 り 換 えてもらいた
きゃく りょう り ちゅう もん と ざら よご と か
いです。 店 員 に 言 って 取 り 換 えてもらってください。
てん いん い と か
A：あなたは 店 員 です。「○○ 様 ４ 名 」の 予 約 をしているお 客 様 が 来 店 します。 席 まで 案 
てん いん さま めい よ やく きゃく さま らい てん せき あん
 内 し、 注  文 を 取 ってください。その 後 、 料  理 を 運 んでください。 追 加 注  文 があれ
ない ちゅう もん と あと りょう り はこ つい か ちゅう もん
ば、その 接 客 もしてください。
せっ きゃく
B：あなたはお 客 です。レストランに「○○、４ 名 」で 予 約 しています。 料  理 を 注 文 し
きゃく めい よ やく りょう り ちゅう もん
ますが、 食  事 中 にも 追 加 注  文 をしてください。


































































































































































































　B チーム（中上級レベル）には学習者 I も属するはずであったのだが、当日出席できな
かったため２名となった。
　この資料の作成に当たっては以下の website を参考にした。
　「くちコミくらぶ知りたい講座事務局　ビジネスマナーと基礎知識　席次・席順」
　（http://www.jp-guide.net/businessmanner/business/sekiji.html）
　主婦の友社編（２００２）p.１６３より。
　（　　　　）内の表現は正解（丁寧な表現）の一例である。
−８０−
（６８）
　アンケート用紙は学習者の母語（英語と中国語）で作成した。ほとんどの学習者が母語
で回答しており、以下の学習者からのコメントは筆者らが日本語に翻訳したものである。
　（３５a）については特に理由が述べられていなかったため、ここに挙げたものはすべて
（３５b）についてのものである。
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